


















die Entwicklung der Minneauffassung Walthers von der Vogelweide を書き上げ提出した。そして


















Leben und Leistung des Germanisten Toshio Yukiyama
Naoki KAMIMURA
ドイツ文学者　雪山俊夫の生涯と業績
  雪 山 俊 夫
熊本学園大学論集『総合科学』 平成 31 年（2019 年）3 月 31 日
（1）























































この間履歴書によると、雪山は明治 36 年 11 月より 37 年６月まで病気のため休学した。









































　雪山は『帝国文学』に明治 42 年（1909）11 月号から大正７年（1918）９月号までドイツ
文学の評論・翻訳を全部で 10 編寄稿している。その中で注目すべきはトーマス・マンをい















　「 マ ン 兄 弟 の 傑 作 梗 概 」 で は ト ー マ ス・ マ ン の『 ブ ッ デ ン ブ ロ ク ス 』（Die 
Buddenbrooks,1901）、『トリスタン』（Tristan,1903),『墓所への道』（Der Weg zum Friedhof , 1900）『殿
下』（Königliche Hoheit,1909）, ハインリッヒ・マンの『遊楽郷にて』（Im Schlaraffenland, 











































したのであろう。この作品は現在では「墓地への道」（Der Weg zum Friedhof ）として知られ
（5）
― 36 ―（36） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 24 巻　第 2号（通巻 46 号）
























　 ここで単行のドイツ語学書を見てみよう。雪山は大正４年『独逸語階梯』（Leitfaden der 
















　以上の他に南山堂書店の『図書目録』（1920 年 12 月）を見ると、この時期雪山俊夫編とし
て次の読本がある。
　　○ Zum Verständnis des deutschen Volkstums.  一冊　大正五年三月
　　○ Leben und Bildung. 一 冊　大正六年九月






さらに 『独逸文学』（第一輯、大正 15 年）には次の広告も見られる。
　六高教授　雪山俊夫編　　Wackenroder und Tieck, Herzensergießungen























― 38 ―（38） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 24 巻　第 2号（通巻 46 号）
　因みにベルリン大学では聴講生として 1921 年の夏学期に学び、シャルロッテンのベルリ











































































― 40 ―（40） 熊本学園大学論集『総合科学』　第 24 巻　第 2号（通巻 46 号）
となる為に、当該文化の中に於て体験される個人の精神的生命と文化の形式とが、相渾
融し相和協することが出来なくなるといふのであります。次に antike kultur,aegyptische 
kultur,magysche kultur, faustische kultur の 四 個 の 文 化 に つ い て 其 の 消 長 を 論 じ、





















































































































































　 Herzliches Willkommen im Reiche goethischen Geistes und goethischer Forschung 
der  jungen Japanischen Goethegesellschaft fruchtbare Arbeit zu völkerverbindender 





   日本ゲーテ協会発表会式（昭和６年５月 16 日、京都市都ホテル４階）
ゲーテ年鑑第一巻より
（12） （13）
















































































































二巻で岩波文庫に収められて出版されたのは昭和 14 ～ 17 年であった。これは原典の古風な
趣を伝えていた。この外昭和 10 年代の仕事には吉江喬松責任編集『世界文芸大辞典』全七
巻（中央公論社）のドイツ文学関係の多くの項目を担当していることや、日独文化協会の機

























































（１） 『雪山文庫目録』は「神戸大学文学部新収図書目録」第８号として 1967 年４月発行さ
れた。内容は凡例・「雪山文庫について」（加藤一郎）に続き書名目録（全 229 頁）・索
引（全 43 頁）から成る。
（２） 最近この時期に発表した論文を纏めて『中世ドイツ文学論集』（私家版、平成 30 年）
として出版した。これには終活の意味もあった。





（７）Adolf Bartels: Geschichte der deutschen Literatur（２ Bde. 1901/02.）中においてであろう
（８） マルテンス（Martens, Kurt 1870－1945）ドイツの作家。ライプツィヒの文学協会の会
長。トーマス・マンの友人。連合国軍によるドレスデン空爆後に自殺。
（９）杉山二十一「マン年表及び日本の文献」（『カスタニエン』８、1934 年 10 月）。



















（16）Rudolf Hartmann: Japanische  Studenten an der Berliner Universität  1920-1945, 
　　 Mori-Ogai-Gedenkstätte der Humbolt-Universität Berlin, 2003. S.172.
（17） ジーフェルス（Sievers, Ed.1860－1932）ドイツの言語学者、音声学者。イェーナ、
チュービンゲン、ハレ各大学教授を経て、1891 年 12 月以後ライプツィヒ大学教授。
（18） ドクトル・カルク（Dr. Karg）Germanistik 専攻生と思われるが詳細は不明。ドイツ
伝記事典（Deutsche Biographische Enzyklopädie）, Konrad Krause :Alma mater Lipsiensis-











（23）『雪山俊夫を偲びて― 七周忌法要記念』（善行寺、昭和 27 年）。
（24）日本独文学会編『ドイツ文学』第１巻（1947）105－106 頁。
（18） （19）
